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1.設 立 の 経 緯
2.年 表
3.月歪≡ イ1こアヲ〒 長
皿.機 構 と職 員
1.機 構
2.職 員
3.名 替 研 究 員









A.一 般 研 究
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B.特 別 研 究
C.科学研究費
































A.一 般 研 究
B.特 別 研 究
C.受 託 研 究
D.科学研究費






B.特 別 研 究





















3.公開 学 術 講 座









































































昭和 元年12月 前記の事業を遂行するため委員会が設備され,東 京美術学校長正木
直彦が委員長に就任 し,美術研究所事業について東京美術学校教授矢代幸雄,黒 田




同 年10月 東京市上野公園内 に 鉄筋コソクリー ト造,半 地階2階 建,延 面積
1,192m2の建物1棟 を起工 した(本館)。
同3年9月 前記の建物が竣工 したので,美 術研究所開設のため必要な備品 ・図
一1一
沿 革
井 ・写真等の研究資料を設備 し,また館内に黒田子爵記念室を設け,同 子爵の作品
を陳列 した。













同10年1月28日鉄筋 コンクリー ト造,2階 建,延 面積129㎡の書庫が竣工 した。






































られ第一一研究部 ・第二研究部 ・資料部 ・庶務室が置かれた。(昭和25年8月29日から
―認 月、_文 化財研究所組織規程(昭_化 財保護委員会規貝瞬 ヲ
が定められ,美 術部 ・芸能部 ・保存科学部 ・庶務室の3部1室 が置かれ,美 術研究
所組織規程が廃止された。
また文化財保護委員会事務局保存部建造物課保存科学研究室も廃止された。

















鉄筋 コンクリー ト造2階 建延面積663mzの建物1棟 が竣工 した。
同 年7月1日 東京国立文化財研究所組織規程の一部が 改正され(昭1和37年文化財
保護委員会規則第1号),新 たに保存科学部に修理技術研究室が置かれた。































































































(昭 和5.6.28^一 昭 和6.11.24)
(昭 和6.11.25～ 昭 和10.5.31)
(昭 和10.6.1～ 昭 和11.6.21)
(昭 和11.6.22～ 昭 和17.6.28)
(昭 和17.6.29^一昭 和22.8.15)
(昭 和22.8.16～ 昭 和23.5.10)
(昭 和23.5.11～ 昭 和24.8.30)
(昭 和24.8.31～ 昭 和27.3.31)
(昭和27,4.1～ 昭 和28.10,31)
(昭 和28.11,1～ 昭 和40.3.31)
(昭 和40.4.1～ 昭 和53.4.1)




















































に関する調査研究及 びそ の結果 の公
表 ・黒田記念室に関する事務
(芸 能 部)


























































事 務 補 佐 員
〃
技 能 補 佐 員
業 務 補 佐 員
部 長
室 長
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主 任 研 究 官
室 長
















































































































































































技 能 補 佐 員
庶 務 課 長
事 務 補 佐 員






















































3.名 誉 研究 員
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美 術 部 長
　
修 復 技 術 部 長
保 存 科 学 部 長




情 報 資 料 部 長
美 術 部 長
美術部第二研究室長



































氏 名1退 嚇 鰍 名}在 職 期 剛 摘 要
松 本 榮 一1美 術 部 長124・8・31^-27.10.・59.?.2死去
一9一
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美術部は日本 ・東洋の古美術並びに日本の近代 ・現代美術とこれ らに関速ある西洋
美術についての基礎的調査研究を行い,か つその成果を公表することを目的としてい
る。美術部は二室より構成され,古 美術は第一研究室が担当 し,近代 ・現代美術は第
二研究室の担当である。
研究調査は各時代にわたり絵画 ・彫刻 ・書蹟 ・工芸の各部門について,作 品と文献
史料との両面から実証的に進められてお り,共に基礎となる研究資料の作成 と整理と
に努めているほか,現代美術の動向に関する調査と資料収集をも平行 して行ってい







われている。昭和59年度か らは4か 年計画で情報資料部と共同の特別研究「壁画 ・障











資料部 との共同で,研究成果の一部を広 く一般の理解に資するため,毎 年1回 公開学
術講座を開催 し,また58年度より若い専門家育成のための夏期学術講座を開催 してい
る。なお黒田清輝の遺産に塞ついて創立された美術研究所,現 美術部は黒田清輝の作














調 査 研 究
して行 っている。 また,科 学研究費補助金により共同研究として「明治前半期の博覧
会,美 術展覧会に関す る基礎資料の収集と研究」(一般(B)代表者 三輪英夫)を行っ







A.一 般 研 究
1.美 術基準作品の研究
わが国古代中世の美術工芸品のうち,国宝 ・重要文化財あるいはそれに準ずる優作
で,年記銘を有する作品あるいは作者 ・流派 ・様式等を代表するもの等,美 術史上の





























資料集成とその技術に関す る研究」の分担 者 として,昭X1158年度に引続き染織品の);
礎資料調査を行 った。(田實)
2.科学的方法による材質と技法の研究









太子堂は仏後壁表裏並びに四天柱絵は甚 しく黒化 し,図様が判別 し難いのに対 し,
赤外線テレビカメラによる大掛な共同調査を実施 し,成果を収めた。(柳澤)
② 金銅仏の材質技法に関する研究






調 査 研 究
て来たが今年度に仕立も完了した。日光山輪王寺伝来胴着三領の修復 ・復元メンバー
は,片 倉家伝来小紋胴服の修復 ・復元と同一で,一 領の修復は昭和57年度に完了,二
領の復元も今年度完了 した。また日本工芸会で昭和53年度から続けている東京国立博
物館蔵「白地風景模様茶屋染帷子」の復元も今年度は7年 目に入 り下絵 が完成 した。
(Ⅲ實)
3.美 術様式とその伝播の研究






























近代美術に関す る未発表の宛書簡研究を継続 して行い,林 忠正宛書簡の解読及び内
容の検討(三輪,情 報資料部米倉 ・鈴木),黒田清輝宛書簡の解読と関連資料の研究を




無田清輝,久 米桂一郎,岡 田三郎助,満谷11<7四郎ほか白馬会,太 平洋画会系の作家





昭和初年から戦前に至 る美術団体の資料を調査 し,その動向,特 性を研究した。(佐
藤)
●
B.特 別 研 究
「壁画 ・障壁画の実証的研究」(研究代表者 美術部長 柳澤 孝)(4か年計画の初
年度)









調 査 研 究
C.科 学研究費
「科学的方法による古代中世仏教絵画の代表的作例に対する再検討」(総合研究(A)



















研究代表者 関口正之,研 究分担者 宮 次男,米 倉辿夫,鈴 木廣之,島尾新,三 宅
久雄,田r子,鶴 田武良,田 村悦子)
本研究は,絵 画 ・彫刻 ・工芸 ・中国美術の四つの分野か ら調査研究を平行して行 っ
た。絵画班は,先 ず説話表現の様式展開を検討するために八幡縁起絵の諸本,法 然伝
絵の諸本,拾 遺古徳伝,西 明寺三重塔壁画を調査 した。また,中 世から近世にかけて
絵画の主題 ・図様を伝播させた扇面画形式に着 目して式部輝忠筆扇面画60面(東京 ・藪













しいこの時期の様式展開を探 る手段 として画中画資料の収集と研究を開始 し,個l」の
資料を様 々な角度からの検索に応 じられるようにパーソナル ・コンピュータを利用 し
た資料整理に着手した。彫刻班は在銘像を中心に基準作品を検討するため愛媛 ・太山















含む主要作家の出品作の リス トを作成 し,カー ド化 した。また,こ れらの作品に関す
る文献及び図版等を当時の美術雑誌及びその後の展覧会カタログ等から検索 しカー ド
に記載した。
2.明 治美術会の第1～5回 までの初期展覧会の出品リス トを整理 し,作家別に出
Iiq作をカー ド化し,上記内国勧業博覧会と同様の資料整理を行った。
3.上 記内国勧業博覧会,明 治美術会展の出品作の現所蔵先を調査し,従来末調査
















研究日標 としては,諸 芸能の理念 ・構造 ・技法及びその継承保存に関する研究などが
あり,その研究に必要な資料の収集 ・整備及び記録の作成のための撮影 ・録音 ・録画























演劇研究室は,日 本古典演劇について芸能学的 ・演劇学的に調査 ・研究を行い,ま
たこれ ら諸芸能の周辺にあって,伝 統芸能の成立に深い関係をもつ諸分野についても
調査研究を進めている。


















調 査 研 究
総合的比較研究を行い,そ の変遷 ・分化をあとづけることを一.し た日的とする。本
年度は,「弘法大師1,150年遠忌」に関わる諸法要の実地調査を金剛峯寺において行い,
み し ほ あんちんか こくほう
延暦寺「御修法」に修される六十年一会の「安鎮家国法」の実地調査を行った。
また,別 記科学研究費補助金による研究と関連 して,東北地方 ・中国地方西部 ・穏
岐島等遠隔地に残存す る悔過会の調査,若 狭神宮寺 ・新潟無為信寺の所蔵史料調査 ・
撮影,各 種文献による仏事法要の分析研究を行った。(佐藤)
2.能 の演出史の研究




合的に把握 ・整理して,同 語異義,異 語同義などの様相を明らかに し,新しい川語体
系の確立に資することを口標とする。本年度においてもその一部を達成 した。(蒲ノ1)
4.声 明の音楽的研究







田楽芸を機能的 ・形式的に細分類 してみることによって,Ⅲ 楽芸の構造を明らかに
するための調査研究を行 った。(中村)
7.民 俗芸能の民俗的基盤の研究





























(一般研究(B)研究代表者 三隅治雄 研究分担者 琶lll保栄治郎)
わが国の伝統芸能の一翼を占める沖縄の舞角勇は,そ の歴史的,地 理的状況から,周





調 査 研 究
在住の多数の伝承者を流派別に選んでビデオ撮影 した。また,イ ンド・タイ ・韓国の
各民族舞踊のビデオ撮影 も行い,沖縄のそれとの比較分析を行った。
2.「遠隔地に残存する悔過会の調査研究」
(一般研究(c)研究代表者 佐藤道子,研 究分担者 松本 雍,永 村 真)
全国に残存する悔過会事例の中,こ れまで未調査であった遠隔地の調査を行 うこと
により,悔過会伝存の現状を把握 し,文献史料の分析と併せて,悔 過会についての集









ている。研究成果は文化財の指定 ・保存対策 ・修復処置の基礎資料として役 立てられ
ている。また文化財の年代測定 ・産地推定の研究も手掛けている。




















体的には,文 化財の材質 ・構造を知るために,γ 線 ・X線 ・紫外線 ・赤外線などを用
いた非接触的な手法を開発し,応用する研究を行 っている。












青銅器,建 築彩色,ガ ラス絵,腐 食生成物等につき主として非破壊的方法により,
試料を採取できた ものに対 しては,X線 回折分析を併用して材質を分析 し,技法 との
関連を調査 した。(江本)
2)可搬式X線回折装置による非破壊的材質調査

















概報V金 銅仏1」(昭60.3,東博)が刊行された。(三浦 ・石川 ・江本)
2)文 化財指定のための基礎調査
文化庁の依頼で基礎資料作成のためX線 ・γ線透視による構造 調査 を行 った。(石
川 ・三浦)
金銅仏 薬 師 寺(石川)
一 乗 寺(兵庫)












































































に用いられているシポレックスに対する偲蒸剤の挙動の調 査 を依頼 されたの


























研究朔発 しているが,本 方法について欧米の研究者と討論 し高い評価を得た。



















福岡 ・特別史跡王塚古墳の保存整備委員会に委員 として参加 し,調査及び対策立
案を行った。
山梨 ・丸山塚古墳,茨 城 ・花園古墳3号 墳及び千福寺横穴群の壁画に使用されて




出土 した有機物を赤外分光光度計,ガ スクロマ トグラフィー,電 了顕 微鏡によっ
て,同定 した。(見城)
2)出 土遺物中の抽出塩類の分析





ールシー トで覆 う方法をとったが,テ ス トピースによる実験を併行して実施してい
る。(江本)
●
B.特 別 研 究
石造文化財一石及び類似材料の保存と修復に関する科学的 ・技術的研究(8年継続,
第8年 次,修復技術部と共同研究,34頁参照)




















潟県の一部や,北海道東部など積舜があ って,し か も頻度が高い地域では,3,4月
の融r-,T:t期に凍結破壊の心配がある。
最終年次として,従来の本研究の成果を報/1:一)tt117-fとしてまとめ刊行した。(60頁参照)




め られ,カ ビが発生す るが,他 の材には認められない。(新井 ・見城 ・江本 ・中里)
D.科 学研究費
「アジア,中近東地域鉱床鉛の鉛同位体比システマテ ィクス」
(一般研究◎ 研究代表者 馬淵 久夫)
中国 ・朝鮮半島 ・日本列島の古代青銅器文化の流れを,原産地の視点か ら追 うため











研究対象としては,絵 画,譜跡,彫 刻,工 芸品,考古資料,出 土遺構および木造構
造物及びその組織や細部に描かれた絵や彩色,石造構築物などに及ぶ極めて広範囲の
文化財があげ られる。








孔 金風 土又はその他の無機材質の文化財の修復に関する科学的,技 術的研究と
その結果の公表を主務とする。
各研究室とも,経常的な研究として,有 形文化財を構成 している材料,構 造,製 作
技法についての研究や,そ れ らを修復するための伝統技術の整理体系と科学的裏付け
の資料集積,そ して更に科学的な材料,技 法の修復への応用と開発のための実証的な









(2)研 究 活 動










の判定には,劣 化促進処理(温水処理,煮 沸処理,ウ ェザーメーター処理,屋 外曝露










を下塗 りし,研磨 したのち顔彩で着色 して仕上げた。しかし,この種の剥落どめは未
解決の問題が多く,今後の研究が期待される。(樋口)
-31一














を鋼 り抜いた片蓋状 したもので根継ぎを兼ねた矧ぎ繕いを行った。これ らの接着方71<







鳥取県,史 跡池田家墓所の第6代公墓の砂省製玉垣の樹脂修復処置 を実地指導 し
た。接着にはアラルダイトCY230とエポメー トBoo2を主体に し,適宜粘度を調製し
て使用 した。笠石の接合には鋼材のkifi強材を挿入 した部分 もある。大きな欠失部には
新石材を接着 し,見地だけを樹脂擬石で繕 うように指導 した。別に第10代公墓の門の
笠石(推定重量600～700kg)が中央から2に折れたものを径30襯長さ1800㎜の鋼材丸棒
を接合部の側面に樹脂で埋め込み接着 し,その部分は樹脂擬石仕上げとした。(樋口)
福島県小高町,史 跡薬師堂石仏は昭和42年に修理 されているが,近 年再び岩片の剥
離剥落が激 しくなったので調査した。岩面から突出している仏体は乾燥 してお りほと
一32一
◎修復技術部










名古屍市,重 要文化財 ・旧名古屋高等裁半ll所の修理に伴な う事前調査を行った。石
材,煉瓦,コ ソクリー トなどの亀裂充塀,補 強方法などにつき調査 した。また旧ペイ
ソト塗装の剥離について熱風による剥離処置を現地で実験 した。 リグノイ ド塗 りにつ
いては帰京後,文 献の猟渉や実験を行ってマグネシアセメントの充狽材として鋸屑の
含有率を測定するなど古い技術の解明に参考 とすることができた。(樋口)




棒の柄を入れた。ステンレス棒はネジ切 りしたものを用いたが,こ れは接着剤 とステ



















従31C6:zll;1:鉄製品の 歪rllの安定化処理を 行って いなかった。錆 た出1:鉄製品には
0,5M水酸ナ トリウム,0.5M亜硫酸ナ トリウム水溶液を60℃に温めた中に浸潰 して安
定化する方法を研究して来たが,サ ンプルで良い結果が得 られたので,松戸市河原塚
liゴ墳,茨 城県桜坊横穴出上鉄製品の保存処理に適用した。(青木)












復処置に関す る実験研究,調 査を行い多くの知見を得た。(西浦 ・樋口)






所試験施行などを経て,極 く薄い和紙を彩色表面に水貼 り乾燥後に,パ ラロイ ドB72
キシレン溶液を,注射器によって積極的に彩色層下に注入して,剥 離している彩色層
の再接着をはかった。壁画全体にわたる斜光写真をもとに損傷図,来 迎図全容を作図
し,損傷の分布の傾向を調査 した。(増田 ・樋口 ・中里)
2.龍 蔵寺蔵鎗金四天王像扉の保存修理に関する研究
山口県龍蔵寺に伝えられた二枚の鎗金扉は最近発見されて世に出たものであ り,ま




















どめた。縦桟の折損部も本格的強化は不可能 なので ミルボンドを含浸させ,竹 ひごに
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研究分担者 江本義理,馬 淵久夫,見 城敏子,新 井英夫,石 川陸郎,門 倉武夫,























情報資料部は,従 来美術部資料室の行ってきた美術に関す る研究資料 の作成,収
集,整理,保 管等の業務と,さ らに研究所各部の所/1/1にかか る資料を対象とし,これ
を充実発展させることを日的とする。当部は文献資料研究室 と写真資料研究室の二室
をもって構成される。
当部で収集,保 管する諸資料並びに情報は,美 術部創設以来,内 外の研究者の利用
に供 しており,文化財に関する研究資料センターの役割りを果 している。また,地 方
自治体指定の文化財口録及び,文 化財に関連する図書,出版物等に関する情報の収集
と調査研究を行い,さ らに,こ れと平行して,海外の文化財に関する情報の収集とそ
の調査研究を行 うほか,昭 和59年度から美術部と共同して,特 別研究「壁画 ・障壁画
の実証的研究」(代表者 柳澤 孝)及び,科 学研究費補助金による一般研究(A)「日本美
術における中世より近世への様式展開についての実証的研究」(代表者 関口正之)に




























科学研究費(一般研究(A))に関連 して,絵巻に見る画中画を調査 し,そのデータ ・シ
ートの作成に着手した。(全員)ま た,作品研究では,中世に制作された八幡縁起を網















と協力 して行った。(鉛木)ま た,円山応挙画稿類の調査を行い,写 真資料の収集につ








倉 ・鈴木 ・島尾 ・三宅)ま た,京都大学人文科学研究所で行われた「漢籍担当職員講
習会(漢籍電算処理)」に参加 し,文 献 目録等美術史学に関する情報処理について多 く
の知見を得た。(島尾)
7.主 要研究業績









② 真 言 宗 の 建 築 弘 法 大 師 空 海 毎 日新 聞 社59,10
② 継 手 仕 口 の痕 跡 か ら古 建 築 の 歴 史 を 探 るINABOOKLET4-3伊 奈 製 陶59,11
② 文 化 財 保 存 の た め の 国 際 協 力 文 化 庁 月 報 ぎ ょ うせ い60.2
③ 第7回 イ コモ ス 総会 報 告 建 築史 学359.9
③ イ コモ ス 総 会 に 出席 して 博 物 館 研 究59.9
③ 韓 国 の 塔 婆 に 思 う 国 宝 巻6塔 婆 竹 書 房59,10
③ 韓 国 の 寺 院 建 築 に つ い て 国'i巻9寺 院 建 築 竹ll}〃∫59.10
⑤WoodenBuildingsinJapan;JapaneseSculpture,MadeofWood
CourseonWoodConservationTeclmology(Tronheim,Norway)59.7
⑤ 博 物 館 資 料 の 保 存科 学 博物 館職 員 新任 者夏 期 研修ecsill座51瓦8
⑤ 人 文科 学 と 白然 科r".f'i海外 卜享物 館 に おけ る保 存 の動 向
昭 和59年度 博物 館 ・美 術館 保 存 担 当 学 芸 員研 修59.12
⑥ 大 工技 術 の 粋=継 手 仕 口を考 え る(座談 会)
INABOOKLET4-3,伊 奈 製 陶5a11




柳 澤 孝(美 術 部長)
② 赤 外線 テ レ ビカ メラ に よ る堂 塔 荘 厳 画 の調 査 研 究 一 素 と して 法 界 寺阿 弥 陀 堂 の
四天 柱 絵 につ いて 一(保 存 科 学 部 三%iEiと分 担 執 筆)






UsingPhysico-opticalMethods(日木 古 代 ・i_{ijfl一壁 画 の光 学 的 方 法 に よ る調
査)第8回 国 際 研 究 集 会59.11
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主要研究業績
④ 真言八祖行状図の現状模写 と復原模写 文化財保存修復研究協議会60.2
田村 悦子(主 任研究官)




② 三点か,四 点か 一親驚上人の再蹟の編年一 日本記n.学会誌560.3
⑤ 仏教轡道 一特に口本中iil:一)こ 術部 ・情報資料部公開学術講座59.12
田實 榮子(主 任研究,..1.)
③ 舞楽装束とその遺品 雅楽界58号 小聾!予雅楽,.v,.ltl59.5








④ 鎌倉時代の仏画 美術部 ・情報資料部夏期学術講座59.7




③ 国宝 彫刻1・H毎 日新聞社59,12
③ 京都の美術工芸;itiSlfj文 化財保護基金60.3
三輪 英夫(第 二研究室長)
① 方眼美術論(編集 ・解説)中 央公論美術出版59,6
② 黒田清輝筆「智 ・感 ・情」をめぐって 美術研究32859.6
























































r芸能 の科 学 』1560.3
r池田彌 三 郎 人 と学 問 』 桜 楓社59.7
統 一 日報 文 化欄59.9
Discovery12-1059.10





































⑤ 民謡の伝承 一今 口と明ロー
佐藤 道子(演劇研究室長)
① 声明大系 四 浄土(共同編集)
① 声明大系 六 禅(共同編集)
① 声明大系 七 法華(共同編集)






































調 査 研 究
③ 延暦寺の法華大会
r全集日本の古寺6延 暦寺 ・園城寺 ・西教寺』 集英社60.1
④ 悔過会とその周辺 芸能部夏期学術講座59.7
⑤ 東大寺修二会について オ ックスフォー ド大学60.1
⑥ いま,思 うこと 東洋音楽研究4959.9
⑥ 東大寺修二会行事次第r東 大寺お水取 り』 小学館60.2





③ 「アシライ」ほかr大 百科事典』 平几社60.3
⑤ 能楽あんない「謡の魅力∫狂言の謡∫狂言の所作」 国立能楽堂59,4～59.6
蒲生 郷昭(音 楽舞踊研究室長)
① 声明大系 四 浄土(共同編集)法 蔵館59.5
① 声明大系 六 禅(共同編集)法 蔵館59.7
① 声明大系 七 法華(共同編集)法 蔵館59.10
① 声明大系 一 南都(共同編集)法 蔵館59.11
② 長唄正本研究⑳～@(共同研究)「 邦楽と舞踊」406～41759.4^60.3
② 「唄(うた)」字について
金田一春彦博士古稀記念論文集 第三巻 文学芸能編 三省堂59.7
③ 邦楽用語辞、典 理論用語編(10)^(13)「 季刊邦楽」39^4259.6^-60.3
③ 能楽用語のことなど 「能楽鑑賞の栞」No.47能楽鑑賞の会59.9
③ 声明の楽譜と実唱r声 明辞典』(声明大系特別付録)宝 蔵館59.11
③ 日本音楽関係項目r大 百科事典』1～5平凡社59.11
③ 日本音楽関係項目r国 史大辞典』5吉 川弘文館60.2
⑤ 真言声明の歴史 ・真言声明の理論 ・周辺音楽との関係 「平安の仏教音楽
一 日本の仏教音楽の源流を訪ねて一」 朝日カルチャーセンター59.7～9


















③ 能楽関係項nr大 百科事典』 平凡社60.
③ 能楽関係項II『 邦楽百科辞典』59.11
④ 能の流派と伝承 東京国立文化財研究所総合研究会59.7
⑤ 座談会:能 の復曲活動NHK第 二放送60.2
⑥1983年の能楽界r演 劇年報1984年版』59.5
⑥ 轡評:田 中伝左衛門著r難 子とともに』 「赤旗」59.11




花笠音頭 ・相馬二遍返 し・秋田甚句 ・木更津甚句 ・会津磐梯山 ・南部牛追唄










『四 季 日本 の 旅 』12集 英 社59.5
『山 の 歳時 記 』8小 学 館59.9
r大百 科 事 典 』 平 凡 社59.11
「魚 津 国 文」959.12
「魚 津 国 文 」1060.3
企 国民 謡 民 舞 講 習会(福 岡)59.4
財 団 法 人 口本 民 謡 協会 講 琶会59.6～59.8
ビ ク ター 民踊 研 究会(高 松)59.9
焦更7斡海r行セ ミツの一59.10
-45一






























③ 賠画(遺跡 ・遺構保存の実例)r考 古学調査研究ブックス』2雄山閣59.12
③ 総論 ・石造文化財の保存 「石造文化財の保存 ・修復」60.3
③ 石の塩類風化について 同 上60.3













⑤ 保存科学論,環 境概論,材 質劣化概論
昭和59年度博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修59.12





③ 文化財 とほこりについて考える 「建築知識」26-659.6





⑤ 文化財の照明 昭和59年度博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修59.12
三浦 定俊(主 任研究官)
② 赤外線テ レビカメラによる堂塔荘厳画の調査研究(柳澤 と共著)
特定研究「古文化財」総括報告書59.9




② 紙の劣化速度に関す る検討(尾関 ・大江と共著)「 紙・く技協誌」39-260.2
② 合成樹脂による茎拓 の凍結破壊防止(福田 ・西浦と共著)
「石造文化財の保存 と修復」60.3
② 凍結一融解サイクル出現頻度の全国分布(福田と共著)同 上




調 査 研 究
③ 石 造 文 化 財 修 理 資 料 検 索 フ ァイル(小 室 と共 著)同 上
●TreatmentofStonewithSyntheticResinsforitsProtectionagainst
DamagebyFreeze-ThawCycles(西浦 ・福 田 と共 著)IIC大 会(パ リ)59.9
●Non-DestructiveMethodforMeasuringtheRefractiveIndexofan
AncientGlassBead第7回ICOM保存 委 員 会 大 会(コ ペ ンハ ー ゲ ン)59.9
④DesignofthePortableApparatusofanInfraredTelevisionCamera同上
④ 考 古 遺物 へ の レフ レ ク トグ ラフ ィー の応 用 保 存 科 学 研 究 集 会(奈 文 研)60.3
⑤ 温 湿 度 測 定 と機 器,文 化 財 の 計 測 論,放 射線 の利 用一 軟X線 を 中心 に,画
像 処 理 技 術 の 利 用 とそ の 展 望
昭 和59年度 博物 館 ・〕芝術 館 等 保 存担 当 学 芸 員1ヅ1修59,12
⑥IIC大 会 とICOM保 存 委 員 会大 会 出庸 報 告 「口本 文 化 財 科 学 会 会 報 」659.12
⑥IIC大 会 とICOM保 存 委 員 会 大 会 に 参 加 して(西 浦 と共 著)
「保 イr禾こ,,,,,f,」2460.3
⑥ 石 の 保 存 処 置 に 関 す る研 究状 況(ジ ャ トソ,オ リア ル共 著,抄 訳)
「石造 文 化 財 の保 存 と修 復 」60.3
馬 淵 久 夫(化 学 研 究 室 長)
② 大 源 太 遺 跡 出 土 変 形四 獣鏡 の 鉛 同位 体 比('1'尾と共 著)
「藤 沢 市 片 瀬 大 源 太遺 跡 の 発 掘 調 査 」59.3
② 愛 知 県 朝 日遺 跡 出 土 銅 滴 の 放 射 化 分 析 と鉛 同 位 体 比 測 定(平 尾 と共 著)
「考 古 学 の 広 場 」259.8
② 前漢 銭 お よび模 鋳 銭 の 化 学組 成(平 尾 ・泉谷 ・八 木 ・木 村 と共 著)
「古文 化 財 の科 学 」2959.12
② ス トロ ンチ ウ ム同 位 体 比 の」二器 ・瓦 のflj'地推 定へ の応 用(川上 と,:=i)
「古文 化 財 の科 学 」2959,12
③ 飛 鳥 ・奈 良 時 代 の銅 のノ准地 は ど こか 「化 学 」s9-1059.10
③ 考 古 学 と実 験 「考u学 ジ ャ ーナ ル 」24059.12
③ 青 銅 器原 料 の産 地 推 定 「固 体 物 理 」20-260.2







主 要 研 究 業 績
西 田 と共 同研 究)1984ArchaeometrySymPosium,Washington,D・C・59・5
④ 東 ア ジ ア方 鉛 鉱 の鉛 同位 体 比(平 尾 と共 同 研 究)
昭 和60年度 日本 文 化 財 科 学 会 大 会60,3
⑤ 分析 化 学概 論 昭 和59年度 博物 館 ・美 術 館 等 保 存 担 当 学 芸 員 研修59.12







② 変 退 色 に 対 す る光 モ ニ ター 「保 存 科 学 」2460.3
③ 酸 ・ア ル カ リとそ の 対 策 「建 築 知 識 」26-658.6
③ い に しxの 知 恵 を 現 代 に 生 か す 「JpREPORT45」58・9
③ 初 漆 ・盛 漆 に つ いて 「漆 文 化 」日本 文 化 財 漆 協会4160.2
●EnvironmentalSurveyofHistoricalWoodenBuildingsintheHallof
Nijojo-Shoin第8回 国際 研 究 集会59.11
⑤ 文 化財 の有 機 化学 一 漆 ・膠 一,展 示 環 境 調 査 一 汚 染 因 子 一
昭 和59年度 博物 館 ・美 術 館 等 保 存担 当 学 芸 員 研 修59.12
⑥ 収 蔵 庫 に求 め られ る条 件(1)(伊藤 と共 著)「 博 物 館 研 究 」19-1059、12
⑥ 収 蔵 庫 に 求 め られ る条 件(2)(伊藤 と共 著)「 博 物 館 研 究 」19-1160,1
新井 英 夫(生 物 研 究 室 長)
Q2MicrobiologicalStudiesontheConservationofMuralPaintingsin
Tumuli,第71111国 際 研 究 集 会 プ ロシ ー デ ィ ン グス59.11
② コ ソク リー ト壁 体 の ガス透 過 性(そ の2)一 シポ レ ッ クス の燵 蒸 剤 に 対す る挙 動 一
(森と共 著)「 保 存 科 学 」2460.3
② 石 造 文 化 財 の 生 物 劣 化 とそ の対 策 「石 造 文 化 財 の保 存 と修 復 」60.3
③ 燃 蒸 施 設等 設 計 の 留 意点 「建 築 知 識 」26-659.6
③ 紙 の カ ビを 覗 く(特集:「 紙 」の保 存 を考 え る)「JpREPORT」4559・11
,・
調 査 研 究
④ 文 化 財 保存 科 学 に お け る生物 学 日本 化学 会 第49回春 季年 会59.4
④ 文 化 財 の 虫菌 害 防 除 に つ い て
第28回応 用 動 物 昆 虫 学 会,貯 穀 害 虫 懇 話 会59.4
(4)紙の褐 色斑(foxing)の保 存 科 学 的 研 究






④ 紙 の 褐色 斑 の 有 機 酸 に つ い て
("4,,回細 管 式 等速 電 気 泳 動 分 析 シ ンポ ジ ウム59.12
⑤ 紙 類 の 微 生 物 に よ る被瞥(第6回 爵籍 ・古 文 書 等 のむ し ・か び 害 保 存 対 策研




⑤ 文 化 財 保存 科 学 に お け る生 物 学 的 研 究 東 文 研 保 存 科 学 セ ミナ ー59.9
⑤ 米 国 等 に お け る文 化 財 保 存 科 学 の動 向
東 京 国立 文 化 財 研 究 所 総 合 研 究 会59.9
⑤ 文 化 財 の微 生 物 に よ る被 害 とそ の 防 除(第6回 文 化 財 虫 徽 害 保 存 研 修 会)
㈱文 化 財 虫害 研 究所59.9
⑤ 文 化財 の生 物 劣化 とそ の 防 除 芭蕉 記 念 館59 ,10
⑤ 文 化財 の生 物 劣 化 一 虫 徽 害 一
昭 和59年度 博 物 館 ・美術 館 等保 存 担 当学 芸 員研 修59.12
⑤ 文 化 財 の生 物 劣 化 と防 除 対 策 東工 大 ・文 化財 研 究 会60 .2
⑤ 文 化 財 虫 菌 害 防 除 作 業 主 任 者 の 研 修 と能 力 認定 の講 習会
㈲ 文 化 財 虫 害 研 究 所60.2













③ 本の虫 ・カビとその対策(牲集:木 と紙)「 大学時報」33-17959.11
③ 文化財と昆虫(10)「 環境衛生」32-160.1
④ 棚素剤による防殺虫処理(策2報)一 シuア リに対する効果一
第371i」日本衛生動物学会大会60.3











① 東北の工芸(共編)「 日本の伝統工芸1北 海道 ・東北」60.3
① 曲げ物と日本人(共編)「 日本の伝統工芸1北 海道 ・東北」60.3
① 大山祇神社60.3
⑤ 資料の修理(歴史資料)歴 史民俗資料館等専門職員研修会 文化庁59.11
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調 査 研 究
⑤ 文化財の調査表作成 工芸品 指定文化財展示取扱講習会 文化庁
⑤ 日本の金工 夏期講座 金沢文庫




















② 石の樹脂処理 と塩類風化一 シラン処理石材か らの水の蒸発と塩結晶による
破壊挙動;石造文化財の保存,修 復処置に関する研究〔Ⅱ〕 同上60.3
② 樹脂含浸石材の圧裂引張り強度試験;石 造文化財の保存,修 復処置に関す
る研究〔皿〕 同上60.3




② 再使用を目的 とした古瓦の樹脂含浸処理 同上60.3
② 重文 ・園比屋武御嶽石門屋根材の保存,修 復処置 同上60,3
② 生駒親正墓の修復(青木 ・樋 口・田辺と共著)同 上60.3










主 要 研 究 業 績
「保 存 科 学 」2460.3
③ 石材 プ レパ ラ ー ト標 本 と岩 石 資 料 カ ー ド(江本 ・加藤 と共 一i)
「石 造 文 化 財 の保 存 と修 復 」60.3
③ 海 外 文 献 抄 訳(三 浦 ・馬 淵 と共 著)同 上60.3
③ ベル ギ ー便 り一 王 立 文 化 財 研 究 所 と言 語 問題
「日本 文 化財 科 学 会 会 報 」第7号60.3
●TreatmentofStonewithSyntheticResinsforltsProtectionagainst





⑥ 石 材 表 面 強 化 方 法 に つ い てrIR要 文 化財 幸 橋 保 存 修 理 工 事 報/1:一一f1-1t=」59.9
茂 木 曙(第 一 修 復 技 術 研 究 室)
⑤ 「文 化 財 の 科 学的 保 存 と修 復」(木造 建造 物 の 保存 を 主 に)
㈱ 両 忘 会 青 少 年 研 習 道 場59.8
⑤ 「文 化 財 の 科 学 的 保 存 と修 復 」(木造 建造 物 の 彩 色保 存 処 置 を主 に)
長 岡厚 生 会 館59.8
増 田 勝 彦(第 二 修 復 技 術 研 究 室 長)
② 製紙 に 関 す る古 代技 術 の研 究(III)一'了三麻 布 ・楮 の臼 掲 に よ る叩 解 一(大 川
と共 著)「 保 存 科 学 」2460.3
② 重 要 文 化 財 長 谷 寺 本堂 壁 画r廿五 悠薩 来迎 図 』剥 落 止 め 処 置法 の研 究(樋 口
と共 著)「 保 存 科 学 」2460.3
QZDocumentingtheDamagesofMuralPaintings




⑤ 表 具 の 科 学 昭 和59年度 博物 館 ・美術 館等 保 存 担 当学 芸 員研 修59.12
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② 史跡 ・伝徳一廟石塔の保存修理(伊藤と共著)石 造文化財の保存と修復60.3













⑤ 金属製品の保存修復 昭和59年度博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修59.12
情報資料部
官 次男(情報資料部長)






主要 研 究 業績
③ 地 獄 の 諸 相 同 上




⑥ 命 蓮 聖 と信 貴 山 縁 起 ロイ ヤ ル ホ テ ル文 化 講 座59.5
⑤ 源 氏 物 語 絵 巻 を め ぐって 横 浜 朝 日 カル チ ャー セ ン ター59.8
⑤ 鎌 倉 時 代 の 仏 教)さ術 〈仏 教 説 話 図 ・祉 寺縁 起 と高 僧伝 絵 ・祖 師 像 と頂 相 〉
朝 ロ カル チ ャー セ ン ター60.3
米 倉 蓮 夫C'is任研 究 官)
③ 随 身 庭 騎 絵 巻等 日本 古 典 文 学 大 辞 り1専第3,4,5巻 岩 波書 店59.4,7,10
⑥ 鎌 倉 時 代 の 肖像 画 美術 部 ・情 幸侵資料 部 夏期 学 術 講 座59.7
⑥ 朝 鮮,.術の特 質(DietrichSecke喀翻 訳)ジ で術 学 研 究 双 書(芸 術 と民 族)所 収
玉 川大 学 出版 部59.4
猪 川 和 子(文 献 資 料 研 究 室 長)
① 蔵T権 現 像 と金 剛 竜 了像 御 嶽 信 仰(共 箸)雄 山 閣60.2
② 毘沙 門 天 像 考r中尊 、1乏東 北 の 古 芋ll全 集 日本 の古 寺59.7


















































































































































(1)庭 術 研 究
x4術部 ・情報資料部所属の研究員による美術に関する調査研究の成果を公表するた




































毎年1月 初か ら12月末までの美術界の活動状況を記録す るもので,美術界年史,展












































見 城 敏 子……25
一塩類風化によって損傷を うけた土器の保存 ・修復一
青 木 繁 夫……33
イラン出土壷の脱塩処理における溶出物の分析 門 倉 武 夫……39
コンクリー ト壁体のガス透過性(その2)
一 シポレックスに対する煉蒸剤の挙動一
.新 井英夫 ・森 八郎……47




受託研究報告第52号 青 木 繁 夫……73
鉄造茶釜(永正二年在銘)の保存修復に関する研究




受託研究報告第55号 増田勝彦 ・樋 口清治……95
11C大会とICOM保存委員会大会に参加して 三浦定俊 ・西浦忠輝…105
昭和59年度修復処置概報 修 復 技 術 部…109




































福 田 正 己
G
皿 塩類風化とその対策
。概説一石の塩類風化について 江 本 義 理
。凝灰岩の劣化と化学組成 一大分県磨崖仏群を中心に一………馬 淵 久 夫
・石の樹脂処理と塩類風化一シラン処理石材からの水の蒸発と塩結品による破
壊挙動;石造文化財の保存 ・修復処置に関する研究〔II〕………西 浦 忠 輝
。千葉県館山市大福寺磨崖仏の塩類風化と保存対策について……関 陽太郎
・研究 ノー ト ー大谷磨崖仏のいわしおと湿度環境 見 城 敏 子
Ⅳ 生物劣化とその対策
。石造文化財の生物劣化とその対策 新 井 英 夫
V保 存,修 復処置に関する基礎実験
。樹脂含浸石材の圧裂引張 り強度試験;石 造文化財の保存,修 復処置に関する
研究〔皿〕 西 浦 忠 輝
。石材への樹脂含浸効果(防水効果)と眉の含水率 との関係;石造文化財の保存,





に関する研究〔V〕 西 浦 忠 輝
・再使用を目的 とした古瓦の樹脂含浸処置 西 浦 忠 輝
VI保 存,修復処置の歴史と現状
・石造文化財の処置における合成樹脂の応用とその問題点………樋 口lll「治
。史跡 ・伝徳一廟石塔の保存修理 伊藤延男 ・樋口清治
・IR文・園比屋武御嶽石門の屋根材の保存修復処置 西 浦 忠 輝
・生駒親正墓の保存修復 青木繁夫 ・樋口清治 ・西浦忠輝 ・田辺三郎助
。i({文・定光寺観音堂の古瓦の保存,修復処置 西Dili忠 輝
・調査 レポー ト ー臼杵磨崖仏の保存について
エデ ィ,ド ゥウィッタ ・西浦忠輝(訳)
Vf[資 料
・石材 プレパラー ト標本と岩石資料カード 江本義理 ・加藤 昭 ・西浦忠輝
。石造文化財修理資料検索ファイル 三浦定俊 ・小室信子
。海外文献抄訳 三浦定俊 ・西浦忠輝 ・馬淵久夫
ゆ




「壁 画 の保 存 」を 主 題 と した,保 存 科 学 部 ・修復 技 術 部 担 当 の二 年 継 続 の 国 際 研 究 集
会 の 第一II旧(58.11.17～11.21)のプ ロ シ ーデ ィ ン グ(英文)を 刊 行 した 。 第 一 回 目は
占墳 や洞 窟 内 の壁 画 の 保 存 に 関 連 した 内 容 で,本 プ ロ シー デ ィ ングに は,発 表 論 文,

























































主 催 東京国立文化財研究所 ・広島県立美術館
開催 日数20日 間
入場者数12,981人
陳列点数 油彩 ・パステル60点,木炭デ ッサン50点,写生帖17点,書簡3点,
日記5冊,参 考資料若干
図 録A4判 変型,114頁,原色版6頁,単 色版80頁
,
鱒






講 演(1)仏 教書道一特に日本中世 美術部主任研究官 田村 悦子
② 現代中国絵画の動向1'it報 資料部写真資料研究室長 鶴田 武良
芸能部(第16回)
日 時 昭和59年12月6日(木)18:00～20:30





















・・…N・・…1開 会の辞 所長 藤 延男
・・… 一・2…1囎 時代の肖像画 欄 資椰 主任研究官 米倉 激
13:20～15:10鎌倉時代の仏画 美術部第一一研究室長 関口 正之
黒田清輝記念室の見学(解 説者 ・三輪英夫)
及 び15:20～16:20赤外線













とるが,本 年度は「悔過会とその周辺」とい うテーマを設け,7月9日 から7月13日ま
で,別 表の講演題日によって,悔 過会 と称される仏教行事の成立 と特色,そ の展開の
種々相をたどった。





















1仏 教 儀礼[仏 教 儀礼
μ 表現形式のさまざま一 一表現形式のさまざま一
1









5.博 物館 ・美術館等の保存担当学芸 員研修
近年,地 方においては,博 物館 ・美術館等の数が増加すると共にその施設が近代化
し,くん蒸室,保 存科学室,修 復室等の保存に関する部門や施設設備が整備されて,








2,人 文科学 と白然科学 所長 伊 藤 延 男
3.保 存科学概論 保存科学部長 江 本 義 理
12月4日(火)
4.分 析化学概論 保存科学部化学研究室長 馬 淵 久 夫
5,温 湿度測定と機器 保存科学部主任研究官 三 浦 定 俊
6.文 化財の計測論 三 浦 定 俊
12月5日(水)
7.環 境 概 論 江 本 義 理
8.文 化財の照明 保存科学部主任研究官 石 川 陸 郎
9.実u一 光源の扱い一 石 川 陸 郎
12月6日(木)
10.実 習 一測定法と機器補正一 三 浦 定 俊
11.文化財の生物劣化 一虫徽害一 保存科学部生物研究室長 新 井 英 夫
12.実 習 一生物一 新 井 英 夫
12月7日(金)




















25.実 習 一X線 撮影一
12月13日(木)
26.画像処理技術の利用とその展望










門 倉 武 夫
江 本 義 理
新 井 英 夫
見 城 敏 子
見 城 敏 子
鈴 木 友 也
樋 口 湾 治
樋 口 溶 治
伊 藤 延 男
三 浦 定 俊
石 川 陸 郎
三 浦 定 俊
石 川 陸 郎
青 木 繁 夫
増 田 勝 彦




文 化 財 の 保 存 及 び 修 復 に 関 す る 国 際 研 究 集 会
昭 和52年度 よ り毎 年 開 催 してい る本 集 会 の本 年 度(第8回)の テ ー マは,「 壁 画 の 保
存一II」と して,修 復 技 術部 の担 当 で開 催 した 。前 年 は,地 中 に あ る壁 画 の 保 存 を 主 題
に取 り上 げ たが,本 年 は,建 造 物 に付 随 す る壁 画 の 保 存 を 主 題 と して,講 演 と質 疑応
答 が行 わ れ た 。 土 壁 や 石 壁 の壁 画 だ け でな く,貼 付 壁 や 襖 な ど も壁 画 と して 取 り上 げ
て い る 日本 の建 造 物 の特 殊 性 を 海 外 か らの 参 加 者 に 理 解 して も ら うた め,第1日 目の
午 後 に,東 京 国 立 博 物 館 裏 庭 に あ る応 挙 館 を 見 学 す る時 間 を 設 け た 。
講 演 者 は 海 外9名,国 内10名で あ った 。 講 演 は6セ ッ シ ョ ンに分 け て,次 の よ うな
日程 で行 わ れ た。
名 称 壁 画 の保 存(Ⅱ)




日 時 昭 和59年11月19日(月)～22日(木)
場 所 国立 社 会 教 育 研 修 所
(題名及 び 発 表 者)
11月19日(月)
第1セ ッシ ョン(総 論)
1.PaintedSurfaceinEuropeanArchitecture(ヨー ロ ッパ建 造 物 に お け る彩 色
表 面)イ クRム イ タ リアJ.ヨ キ レ ッ ト
2.TheUseofColorinJapaneseArchitecture(日本 建 築 に お け る彩 色)
東 京 国立 文 化 財研 究所 伊藤 延 男
3,JapaneseWall・painting:anArtHistoricalOverview(日本 壁 画:美 術 史 か
らの概 観)学 習 院 大 学 秋 山 光和





第2セ ッ シ ョン(保 存 の歴 史)
4.ConservationandRestorationofMuralPaintingsinIndia(イン ドに お け
る壁 画 の保 存 と修 復)文 化 財 コ ンサ ル タ ン ト イ ン ドR.セ ン グプ タ
5.AdministrativeMeasuresfortheConservationofMuralPaintingson
JapaneseArchitecture(日本 建 築 内 壁 画 保 存 行 政 の 歴 史)文 化庁 鈴木 嘉 吉
第3セ ッシ ョン(環 境)
6.MuralPaintingsandTheirEnvironment(壁画 とそ の 環 境)
ナ シ ョナ ル ギ ャ ラ リー イギ リスG.ト ム ソ ン
7.SomeAspectsofHumidityProtectionintheFieldofHistoricBuildings
(歴史的 建 造 物 に お け る湿 度 防 御 の 方 法)
サ ナ ム ロ有 限 会 祉 イ タ リア1.-rッ サ ー リ
8.EnvironmentalSurveyofHistoricalWoodenBuildingsintheHallof
Nijojo・shoin(二条城 書院 内 の環 境 調 査)東 京 国 立 文 化 財 研 究所 見城 敏 子
11月21日(水)
第4セ ッシ ョン(壁 画 の 構 造,材 質,技 法)
9,HistoricalViewoftheTechniquesofJapaneseMuralPaintings(日本 に
お け る壁 画技 術 の歴 史的 変 遷)奈 良 国 立 博物館 濱 川 隆
10.ThaiTraditionalMuralPaintingandConservation(タイ の伝 統 的 壁 画 と
保 存)考 古 局 壁 画 保 存 部 タ イW,ソ ン クラ ー
11.SomeMuralPaintingsinIndonesianTraditionalHousesandTheir
ProblemofConservation(イソ ドネ シア の伝 統 的 建 築 の壁 画)
ボ ロ ブ ドー ル遺 跡 プ ロジ ェ ク ト イ ン ドネ シアS.シ ス オ イ ヤ ン ト
12.ColoringMaterialsUsedonJapaneseMuralPaintingsWithinBuildings
(日本 建 築 内 壁 画 に使 用 され て い る色 料)東 京 国 立 文 化 財 研 究所 江本 義 理
第5セ ッ シ ョン(壁 画 の 調査)
13.InfraredReflectographyofPainting;Principles,DevelopmentandApp-
lications(絵画 の 赤 外 線 映像 法;原 理 ・発 展 ・応 用)








andShrines(社寺 建 築 彩 色 文 様 復 元 模 写 に つ い て)
建 築 彩色 文 様 復 元 模 写 山崎 昭 二 郎
15.ExaminingJapaneseWall-paintings(fromthe7thethrough14thcen-
turies)UsingShysico-opticalMethods(物理 光 学的 方 法 に よ る 日本 壁 画 の調 査
(7～14世紀)東 京 国立 文 化 財 研 究 所 柳 澤 孝
11月22日(木)
第6セ ッ シ ョ ン
16.SomeProUlemsontheDamagesandRestorationofJapanesePanel
PaintingsWithinWoodenBuildings(壁画,陣 壁 画 の 保 存 の2,3の 問 題)
文 化 庁 渡 辺 明 義
17.CxplorationinConservationandRestorationofMuralPaintingsin
AncientTemplesandTεloistTelnplesinChina(中国 仏 教,道 教 寺 院 内 壁 画
の 保 存 と修 復)文 物 保ii科学 技 術 研 究 所 徐 繊 明
18.ThcConservationandRestorationoftheFire・damagedPaintingsof
theDomeoftheAlAgsaMosque,Jerusalem(火災 に よ る損 傷 を 受 け た ドー
ム内 壁 画 の保 存 修 復,イ ス ラエ ル,ア ル ア クサ,モ ス ク)
イ ク ロムP.シ ュバ ル ッバ ウ ム
1g.DocumentingtheDamagesofMuralPaintings(壁画 損 傷 部 の 作 画 に よ る
調査)東 京 国立 文 化 財 研 究 所 増 田 勝 彦
総 合 討 議 司会 伊藤 延 男
く 参加 者 〉













(1)東西障壁模写の比較 東京芸術大学美術学部教授 平山 郁夫
(2)文化財保存における模写事業
文化庁文化財保護部建造物課主任文化財調査官 工藤 圭章
〃 美術工芸課主任文化財調査官 渡辺 明義
〃 記念物課文化財調査官 伊藤 稔
(3)建造物の彩色装飾の白模と復元模写
文様画師(選定保存技術保持者)山 崎昭二郎








本年度より機構を改め,研 究所全体が これに参加 して文化庁側との意見交換の場と
し,調査研究が円滑に推進され,又 文化財保存事業が効果的に運営される事を目的と
して,文 化庁側の担当技官の出席を求めて懇談した。出席者は文化財保護部長,文化
財鑑査官,管 理課,美 術工芸課,建 造物課,記 念物課の担当官である。主に本年度に

















で研究者 ・舞踊家 ・音楽家 ・学生を対象に民俗芸能の レクチャーを行い,かつ,各 国
の民俗芸能の調査研究を行った。
佐藤道子演劇研究窒長は,昭和59年12月8日から昭和60年2月6日まで,文部省短





















する調査,研 究を行った。又,こ の間フランス国パ リでのIIC大会及びデンマーク国
・ペンハーゲンでのICOM保存委員会大会に参加 し研究発表を行った。
第二修復技術研究室長増田勝彦は,昭 和59年5月1日から7月16日まで,紙 本文化
財修復のための基礎実技 コースを受持ち,講 義と実技指導を行 うため,ICCROM(イ
タ リァ,ロ ーマ市)とス ミソニアソ研究所CAL(ア メリカ合衆国ワシン トン特別区)
に出張した。
第3三修復技術研究室青木繁夫研究員は,昭 和58年9月10日から昭和59年6月30日














大 韓 民 国
中 華 民 国





大 韓 民 国
ル ー マ ニ ア
ス リ ラ ン カ
〃


















































































W.コ ール ドレイ ク






















































































































































































































昭和53年度より招へい研究員の制度が設け られ,本 年度は国外4名,国 内1名 の研
究員に研究が委嘱 され,下 記のように共同研究が行われた。
1)ギ ャリー ・トムソン(イギリス ナショナルギャラリー科学部長)
共同研究課題 文化財の保存環境
研 究 代 表 老 保存科学部長 江本 義理
委 嘱 期 間59年11月18日～12月16日







研 究 代 表 者 保存科学部長 江本 義理
委 嘱 期 間59年11月17日～12.月1日
3)ワ ニパー ・ナ ・ソンクラー(タイランド考古局壁画保存部保存担当官)
共同研究課題 東洋壁画の保存修復の研究
研 究 代 表者 修復技術部長 鈴木 友也
委 嘱 期 間59年11月17日～12月18日
4)金 束賢(韓国 国立文化財研究所保存科学研究室長)
共同研究課題 文化財保存修復の研究
研 究 代 表者 修復技術部長 鈴木 友也
委 嘱 期 間59年11月18日～12月1日
5)奥 平 俊六(大阪府立大学総合科学部 日本文化講座IIN}師)
共同研究課題 日本絵画における画中画の研究
研 究代 表 者 情報資料部長 宮 次男
委 嘱 期 間60年2月12日～3月28日
職員の海外出張及び 研修旅 行











































イ タ リア,ア メ リ カ合 衆 国




イ タ リァ,ド イ ツ民 主 共 和 国




中華 人民 共和 国




ア メ リカ合 衆 国




大 韓 民 国
大 韓 民 国 民 俗 芸 能 の調 査
59.5.24～59.5.31
国際 交 流 基 金
孝
ア メ リカ合 衆 国




























































日本 ・東洋古美術,日 本近代 ・現代美術,西洋美術の全般にわたる研究書を中心に,
関'ii図再,各 種叢魯,辞 典類など和漢荘}(37,646),洋書(3,991),計41,637冊のほか,
各都道府県市町村教育委員会編集の文化財関係報告書,美 術関係雑誌,紀 要類,売 立
目録,展 覧会fl録などを所蔵 し,部内外及び研究所外の研究者の利用に供している。
芸能関係図書
雅楽 ・、～}事・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸,そ の他わが国の
伝統芸能の研究に必要な図,-7,278冊を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第
1次)・テア トロ(第1次)・新劇 ・上方 ・民俗芸術 ・日本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究・
旅と伝説などの雑誌,それに声明本 ・稲本 ・難子手付本 ・丸本などの台本 ・譜本も収
集している。
保存科学 ・修 復技術関係 図書
古来の伝統的生産及び工芸技術魯,技 術史,又 は数少ないそれらの科学的究明を試




美 術 関 係
トi和囎 障 書
芸 能 関 係 保存科学 ・修復技術関係



































































































































































面法華経 柳澤 孝著 鹿島出版会
鈴木 敬三















































































































近代 ・現代美術,西洋美術の全域にわた り,それぞれ絵画,書蹟,彫 刻,工 芸,建 築
等の.r部門に及ぶ。特別大型のものから小型のものまで総数凡そ26万点,原 板保有最
4SGkぽ3分の1に あた り,別にマイクロ ・フィルム255巻がある。写真資料のほか,






もッ プ等 と,図 書 カ ー ド,図 版 カー ド,各 種 索 引 類 な ど多 数 。
資 料
芸能 関係 資料
レコー ド・録音テープ ・写真(8ミ リ・16ミリシネを含む)等による芸能資料を多数
そなえている。 レコー ドには,毎年各製作会社から発売される伝統芸能関係レコー ド
のほか,昭 和35年度文部省機関研究費によって購入 した安原コレクション レコー ド
5,450枚が含まれている。安原コレクションは,明 治 ・大正 ・昭和三代にわたって発
売された各種邦楽レコー ドを網羅 したもので,近 代における邦楽の実態と変遷を知る






























































































(1)コピ ース タ ン ド(1300)
(2)スラ イ ドコ ピアMD400
10.乾 燥 機FCオ ー ト(全紙)
11.ド ラ イ'?ウン ト シ ール コマ ー シ ャル210M
ドラ イーrウン ト シ ール コマ ー シ ャル70
12,マ ル チ カ ー ドセ レク ター(HAC841S型)
13,複 写 機 ハ イ カー ドL
14.製 本 機
(1)サー マ イパ イ ン ドT200
(2)ホ リゾ ン:・
(3)電動 断 裁 機PC-45
15.プ ロ ジェ クタ ー キ ャピ ンAF-2500





















1.分 析 機 器
(1)ピ ッチ レコ ー ダ ー
(2)メ ロ グラ フBT型
2.オ ー デ ィオ関 係 機 器
(1}レコー ドプ レー ヤ ー
② テ レ ビ







研 究 施 設 ・設 備
(4)ビデ オ テ ー プ レ コー ダ ー
㈲ ス テ レオ音 声 調 整 卓
(6)ス ピー カ ー
(7}テー プ ダ ピ ン グシ ス テ ム
(8}麗外 取 材 用 音 声 機 器 シ ス テ ム
(9)P.C.M.音響 シ ステ ム






(6}35mmマ イ ク ロ フ ィル ム解 読 装 置
(7)16mmマ イ ク ロ フ ィル ム解 読 ・複 写 装 置
(8)16mmマイ ク ロ写 真 機
(9》16シネ フ ィル ム分析 装 謄
(10)リー ダー ・プ リン ター
(11)ビデ オ カ メ ラ
(12)ビデ オ バ ッテ リー
4.照 明 器 具




























































3.分 析 装 置
機器 ・設備















































































































































































































(10)超音 波発 生 装 置
(11)蒸 溜 器
(12》ライ ス タ ー熱 風 機
(13)ダス テ ィー バ ッ ク
(14)定温 乾 燥 器
(15)斜光 照 明 装 置
11.情 報 処 理 装 置
(1>'::11シ ス テ ム
12.ク リー ンル ー ム 設 置
















めに設けられた陳列室であって,黒 田清輝の油絵 ・素描 ・写生帳等を収蔵している。
創立当時主として黒田家から寄贈されたものは,油絵125点,素描170点,写生帳等
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